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§1. 序

Heisenberg強磁性体に対して, S.Ⅴ. Tjablikovtl)は2時間 qreen

函数の 10west ord_er dE,,COuPling:を用いて綴化 '7と磁場景の関係を求め

た｡その結果は, 1) 1次元,2次元では自発敢化は存在せず (零 とな
5 5

5次元ではじめて自発敢化が存在す る02)橿化の低温展開の T2,T亨 ,

･

の

ヽ
ノ7
12

hリ

T

係数は ,F.J.Dyson(2,tの値 と ,T4の係数 は Dy･sonの 1st Born近似の値

と一致したOしかし , Dysonにない '115の係数が現われる0 5)高温展開は

W.opech珊 Ski(3)のそれ と Ieadi=,1g もem が一致す る0 4)自発磁化が零

になる温象としての Curie点が存在 し , (その儀は ,SPL-hiericai Ip-C)d･el

のそれと一致する.) rJurie点における critl〇al irldexは β-号である 0

5)帯磁峯は4)における Chlrie点で∞ となり ,crさ･tical iTLdLeXは T

(高温)-2である｡6)温度一定のとき磁化 と磁場の関係 は磁場 Hの符号

をかえた時 ,o (一三日 ニーDF(冒)になる｡

これに対し,その後 ,多くの人によって近似の程度をあげる研究がなされ

た, これ らの研究は loⅥ-es-L Orrierにおける改良を試みたも'rD (T.Ogu･-

chi and_A.H｡nm譜 K,KavlaSaki and/i.ik･lori(守)Rl.A.Tahir-Kh_

eli and 刀.ter 翫 aユ聖 Iq._-b_Gal:i8riで J.A.Cop,Bland Rna A.A.

舶 rsc己響 R.A.Ta_air_Kheli(ヲJ cll.Vyl.iiaas and A.S.J一一arre読 禦

勘 艮istig ana G_Obermalrui毎 )と次の ｡Tderの Gye占n函数を考え

ることによる改良 (T.如 rita an且 ,in.Tanaka(f2)R.A.Tahir_Kheli

and I'.ter Haai9㌦ .Ortenberg8!1,3)K.Kawasaki and i.M｡rl,
.(5〉

J.F,Cooke and 良.A.Gersch価等)とに大別され る｡また,T3･ablikov
1

は S=亨で Pauli operatorを剛 ､たが これ らの諸研究には, Pauli
operatcrを用いたもの, Spin opeJratorを用いたもの, BosEBOper-

ator を･用いたもpの等があるO また,これ らの諸研究と密屡に関係する研究
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縫蔓俊･臓口剛
としてGreOn函数を鋸､てないが町BloCh個の研究があるOこれらlJ)諸理
論の多くは底塩鮭調の楢牡を上げることを目的とし,そ､か目的を達成してい
るものもあるが,その結果Tjablikov近似のもJ,ていた全句的な(高温,
低温,高磁場,低麗場)近似のよさを実ったものも少くないo(Callerl等
rJL)塵論こおいてはこJj全局塵は保存されている.)即ち,高温の性膚が悪く
I謀ったリ,1次元IJj磁化が発散を起したり,Cu-rie点の値が十-になったリ,
また磁化がある値以下で磁化の減少にともない温度が減少したりしているo
rJTtJat)likovの埋論を吟味してみると,そ0)全局的近似のよさは上ツ)1)～
dL)のうち韓に b)に鵡びついていて,a)はIPau-1iI)peralじOr(または
spin c'pHrL･itOr)が同じ格子点にあるsPinに対し反叫喚で異なった格享
点にある S‡豆nに対 しEl]-1喚であるという性筒にもとずいていることがわかる.
我 は々こ拙憲実に着 日して Pa-Llliop群raljOrの同じ潜チ点でFermion的
ご異存 -空格 子点で ABoLqOn的な僅饗を保存しながらTjat,likovの近似の
精度を上げることを試みたのでこれを車齢穿㌻るO

§Sで 附 ,/H･の綻明和 射刊7r柏餅函数を Co帖 7円＼7･Liu Ll ㌻ る こ と に よ り

Ci,rE3en函数 ･Ji)(:iecollPlingを行なう｡結果 は ｢十 rJ tノ)交 換 湖 係 で 疑 義 さ れ

た (汁(-～;t31'1函紋

(･1日 とか 卜)

(α相と記す)と ｢-｣の交換関廃で定 義 さ れ た 丘ree n 函 数

との連 立方程式に/よるOそれを解きイ闘肇 函 数 を 求 め る と磁 化 に

対する方橿式になるo 貞4で自発磁化叫酎温廉錦,Curd.8 温 度 Cri-Lical

ind-8Ⅹを求めた｡尚,通常は 叩 in系に対する u-r鮒n函 数 と し て ど の研 究

者J-I)論文にも止目 刺 帥 られてきた-0-だが Ll(+)でも同じようこ扱 う こ とが 出 来

る筈である｡ しかし,近似跡 こ解いた場合どちらが 良い結果を与 え るか ば 断

言Lがたい｡我 々は 誇5で Tjablikov 近似を用いた場合,

結果が結 沌 求めた結果に全く-致することを示 したQ

且湖か ら求 め た

.q2. 甘reen函数

Ht)is8nberg Hamiltonianを次のようにとる｡

11- rg…ぎS芸-ill(Ji(f-mH S芸S芸+S首S芸)+ JMfm

(i-m)S芸S芸子 (1)
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8reen函数法による強磁性体の研究

jl;ちOhr LTlagfは tOn
/

g; ; Land.eの g-factor

ここで fと血についての和はすべての格子点にわ たってとられる.
-i

sgは格子

点 gにおける spin o二Perator,また,J⊥(I-ユn),J〝(f一皿)は格子

点 でとmの問 の交換積分であるo我 k .,ま S-Ⅰ で交換債分は正 とし,最隣接

格子相互作 用だけを考える｡

即ち,△ を nearest neighbolユて- 1atti〇eを結びつけている voCtor

とすると.

Jl.･ u ('f-m)- Jい 〝 f- m+△

二二 〇 f≒m+L'＼

(2)

1

S=首 のときには spin optjr'atorを次の調儀式を用いて Pauli ope-

rai;orに直すことが出来る.

S芸+ iS誓≡ slf- t,I , S芸- iSyf'≡ LSf- 言
(5)

S 芸 ニ ト nf , nで - 車 ･f

これらの Palユii o-peratorは次の交換関係 をみたす｡

(ノ手) 同じ麿子点で夜可換で

〔bg∴b吉L- 1,〔もg,bgj+- 〔弦 b言〕+-j] (4)
(2)異な った格子点 (fキ g)において可換で

〔bg,bifL - 0,〔bg,bf]:-〔音 痴 _エロ (5)

(5) 共通 の関係 として

〔bg,垂 +- 2串 g-十∂gf(1-2nf一言 bg,ヰ ユ_- ∂gf｡-2nf)
(/,)

(ll)の Hamilton,ianを (5)を酎 ･,て書き直すと
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軽重俊 ･堀 口剛
1 1

B - て ZNJ"-7g〟HN-1'ヱ'Jl(f･一m)中 mfn -

一十 (乙J〝 佃 ,ぎ串 f一書君 J 〝 (E一m,中 f壷 皿 (7)

ここに 7Jは威接格子点 の数 , Nは全格子点 の数

_威 々は (7)･の flamiltc)nianか ら出発す る｡先ず HeisPnberg表示の

･jauli 0-Perartor bg(i),b吉田 等を含む 2時間温 麗依存遅′壇 areen函数
を次のよ うに程義す る｡

a(gf')I(i;･t')-I - bg粧 廟 洪 riO(t-i-I,く〔御 ,廟 〕.,
し･j･)

凋 m,f't,り ≡ --1<b言(tpe.(七'blit';rJ事C/,13,(+J
/

- iO(lLJ-i:I)く二〔b-;(i)be(叫 nL･L-,),僻 目 士> (9)
一ト /--:
E

l- > r

｣ ｣ 甘-･

o(一に一七′)- 1 も>七 ′

こ-･ しこ し′

< 紀 ,- Tr (e~担 A ) / Tre- 鍾 , メ-意

Green函数 (d),(9)は庫閣 ･J)董 (℃一七 ′ ) の函数であるか ら,時間につ

いて Four･摘 r変換することができ ,次こ書かれ た運 動 方程式をみ た γ｡

二 言 二i三三 二- -1十 -･ ∴

可壁)I(畔 去<〔bg,･6;].> + - 〔bgA ;bi} > Eti ) ( l l)

ここで 葺reen函数の Fou･rier成分に対 し Gr'eerl函数と同 じ記号を用いた.
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cireen函数法による強磁睦俵の研究

もし方程式 (ll,を 潰 牌 に-いて解くことが出来れば,吹,I,式か ら鯛

函数 くヰ(t')bg(i)> を計 箆することが可緒である.

<尋 巾 g(七)奥 einf- r1-8→O-cO
q崇 (五十 ie'-濱 (A- ･8) -iE(七-でもE.

e幽 + 1

(12)

そこで方程式 (1日 を 呈amiltonian(7)を弼いて具体的に書き表わすと

仲 zJ-N - gpH)戟 - 茄 <2-b･fbg･ ohgf(1-2nf)>
1

-I J再- 且禁)I+ 2 I宏 J.i (蛋-孤)塩 ,I-2孟J〝(g-m)塩 ,fm~'一
(■15)

(且-ZJ〝一一g〟lq,娯 - 去 <1-2nf> ∂gf

-1ilJiLg一皿)瑠 ･f+2fnyJ-i(gum)鶴 ,了 2i.J〝('g-- 島,f_T]1

(■~14)

(15ト (14)の右辺に一硯われている高次の Groon函数についでもある規則

性に より運動方橿式を容易正次kと書き下すことが出来るo Lか し我 利 ま

(15),(14)を近似的に解くことだけに話を娘産するo

§5. 0･reen函数の d-ecollPlipg近似と運動方程式の解

方程式 (14)は多くの人々により研究 さ:ZLてきたO 最4'B TjaT)likovは

1

szg (- 一一ng)の fluctuat-ionを無視 して2

鑑 了 晶 n 藍 , A - <電㌔ > (15)

ojよ うに d-ecoupling した (Ranaom PhaseApproximation)O 処 が

-25-



桂 塵俊 ･掘 口剛

callenは <SgZ> (ニト n 1,の ま わ ｡ の SgZ -,j fluCtuatio- 考慮
して

≪ szgs忘 ;S言31-)- <S･冨> - S忘 ;S言よ こしαくS露 > - S言;S盲豪-)gキm

(16)

即ち

ggm,f晶言 GiPf+ aく 払̀ > GP fQ_ド)

のような d_eco-ユPling近似 をし,ある物理的な criterionから

/2S2
とした. また Copland-and一片ersch は実験 との比顔か ら

(17)

a=<sz>

a=<sz>5

I/2S4 を射 ､たo Baas and Jarrett は付加的な補正項 として格子点 g,

m,f の相対的な函数 p(蛋,a,I)を加えて

--:-i-:こ L-::-tl:二十 _. I: - - -:-~ L, 二 ･-I - ~- ∴ ~g≒=m

+ p(g,孤,I) (78)

の如 く d･ecoll-pliTltT,7たO 乞.こで我 々は Callenの近似 (16)または (17)

を少 7詳細に分析 ㌻るo Callel二は Spin O壬)Orator (または Palユli

()perator )が同 じ格子点では Fermion的で,異な った格子点ではBoson

的であることを考慮しなか -たo S芸に対 する式として

･ sgz - ‡ - sg-sg' (19)

1

sgz - す(Sglsg- - sg,s gT) (20)

(19)に α を･ (20)に (1-a)を掛け辺 為加えて次式を出した.

1

sg誓 言 叫 竿 sg+sg--誓 S言sg' (21,

(2.)を- ると<<SgZsm+;sf-3+ 』中にはこ-の dreen函数 ≪ SgTsg+

-28-



cireen函数法による轟磁性碑の研究

sm+'S言3+ 'と≪ Sis露 ;S言33-)と が 含 まれているので,これ らを

d･ecolユPlingする必一要があるo

Z ≪ sEsisI,･b-f逮 ~)- くSis'g+> ≪ Sm';S盲才 )+ く S;S:>

≪S吉;S言豪~) (22)

- 轄 S詩 S言よ '- < S;a;> - slI;S言31～)+ <sgsm>

J - +

≪ 症 sf逮 ｢) (25'

(22),(25)のように 甘reen函数を d_eCOlilPlingして (2日 を用い (16)

を出したo 処が (･25)は S言S盲 - - S議 を用いて書き直すと

≪ S言S言smT;S言3+ )- く SgSg> ≪ Sニ;S‡豪 王 < S謡 >
■ - +

_｣

≪ S+g-;S言こよ )

とな り, 明らかに (22)と (24)は矛盾 して.いる｡ しか し (22)と (25)と

は同等な式で ,どちらの方がよい近似であるかについては何も言えない. こ

こに (2日 を導き (22)と (25)を対称府に考慮して (17)を出した理由

がある｡

我々は PauliOperatorの性質 (4),(5)を利用して Green函数の切

断を行な う｡ 即ち,同じ格子点で反可換,異なった格子点で町襖であること

を考え,Pallユ土operaもorに対 して Wickの定理の精神で相野函数 の Con-

tractionを行な う｡ gと皿は異な った格子点であることに注意すること

<b言(i)bg(t)tlm(ち)b轟 [)>

- く bi(七)bg(tP く bm(t)産 (T･'t, + < b;(t)bm(i)→ く bg(i)垂′)>
I

(25)

-27-



桂 重 俊 ･凝 口瑚

く 頬 ′)b:(ち)bp;(七)bm(七)>
I

-く函 /Ibm(i)>--<bf(t')bg(叩=(摘m(i)>
-<噛 ')bm(i)> -く b+fP')bg(ち)>く 電 (i)bm(i)> -<串 ′).Dm(七)>

く bg(叩 ;-(t')>
1

-< bi(ち)bg(tlt, く榊 )bm(i)> -<融 )bm(I)>くb'fL(t')bg(ち)>

(26)

同様に

く bg榊 言(ち,bm(t)串 ′)>

-<TJg榊 言(-｡>< t,n国 b言 (t')> - く IDTg,(叩 誹 )>
く bg仲 卸 >

く榊 ′.rbg(t･癌 も)bm(t･巨
I

- ←串′)t1g押 >･< 願 ′〉bm(t)>十 く 童 F'鯨 ,t)>

< bg冊 言押 >

(25)と (26),(27)と (28)か らそれぞれ

(27)

(28)

- 轄 bgblTn;b:二㌔ 1- く ･b+gbg> <{-bm;i,;逼 斗 ぐ 玩 >

≪ bg;bf二㌔ (29)

- bgb言bm;b:避 < lD露 > <<--bm;串 j]tL< b+g-bm>

≪ bg;b言3(+) (50)

こノのように我 々の d･ecclu-pling近似 (29). (50)は Callerlの近似のよ

うな矛 盾はなく,したが って (21)を 用いて も para皿etEjTα は入 って こ

-28-
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ciree工】函数法(,=よる強磁性体の研究

ない. (29)を areenr函数の運動方橿式 (15),(14)に代入すると,蘇

果 は 昔(+)と G-ド)の連立方程式になるO

･-- oJp 二gpH,鵜 一志 q∂gf+ ,3-W<串 g>

- CS J再 一m)GiI)Ia --

辛 2f慧Ji(g一m)く b言b皿>せg(I)I- 2filJ〝 (g-a)m

く b:bg> 仔鳥

(5日

･H-ZoJn - gp封 鵡 - 2方一一⊥ 08gf一 誓 J⊥(g一m拍 i7f

辛 2falJi(蛋-皿)< 電 ;Dm> 法 上 2fa_･Ju (gum)

<bTmbg> 甘_n(lJ)I
o二二 1- 2n

(52)

ここに導入された para工netpJrfは, I- uで Tjablikov近似 (A.P

A_)を, i- 1で我 々の近似 を示 す. (5日 ,(52)を解くために,格子

の並進対称性を利用 して逆格子 veCtorに Fourier変換するO

I-二:一二 ∴ :I-I " ∴ 二二

1

ogf-- 2 ; eJ.N i
il(g-f)

< 串 g> -去昔 eit‖ g- f'n(A)

J(i)-1'J(g一皿)a
m

,(i)=⊥ i･.leZ∂
i8.i

i}(g一m)

-J2;r(i)

-29-
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桂 重 俊 ･堀 口剛

逆格子 vectorについての和は lst Brillotlin zoneiに娘る. O-reen

函数は容易に解 けて次Jjようになる.

1 n(i)

2花･'B3一五(i.0)+q(i

1 - n(A)

27r E1-:il(i.o)+q(i)

十
1 n(i)+～o
27t E-:83(i.0)-q(i)

1 n(i)+o
27f EJj](i.01-Q,(ス1

E(i,a)二 gp H + ZoJp - 3芸Jl･γ伸
2

a(i)- ぐ首 f iZJ･r川 - ZJ〝 γ(LJ-i)In(y)

(58)

(59)

(4J)

(4日

時間に依存 しない相関函数は, (12)に (58),(59)を代入して 七- t′

とお くと求 まり

く串 gi+)-=言fei吊 g-I)n''+)(A,

1.,. n(Ji)

丑(}･oト q(i))+ 1

く 中 gr )-最 eり (a-I)n(-)(i)
1

=首f i
- ri(A)

n(i)+ a il(g-i)

e〆(A(ス･5)+q伸 し 1

n(i)+o

eP(丑(}･oトq(i)L l eji(丑(A,oトq(i:1L l
IO

(42),(45巨 ご Oil(g-I)の係数 を比醸 し,簡単な計貨 をすると

n(+)(i)-

n卜)(i)-

ePI丑(i,oト q(1日 +1

82β丑(}･6)- 1
-0

eβ(E(l･ot)-qJ(1日 _ 1

e2J9E(}･oL 2eβ(丑(}･oト qJ(棉 + 1

-50-
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Green函数法による強磁性体の研究

(4 2 ) , (4 5 日 こ さま n(頼 n(+わ), n(ll)の三つの竜が含

は 本 来 注 r e en 函 数 の運動方程式 uj中に入_つていた 象で,

(12 ) か ら そ

で は 姉 )=

れ ぞれ q(+)とαH

まれているoa.(i)

n(+ll)と n(1頼 ま

を用いて計 算された量である｡我々は (44)

n(i)とし,また, (45)で這 轟 )= n(i)として解いたO

(44 ) , (45)を用いると相対的磁化 o(- 1-2言 )を計算することができ

る ｡ 以 TG(+)Gこ由来する童には(+)の,

る こ とにすると,

1 1 8
- .= - il--

a(+) NjL

二二-IT 三､

a(1･ニ由来する竜には卜)の添字をつけ

2細 (1･o)十 2eβ〈E(ス･¢)-q(1° +1

e2β丑(}･o)- 1

1 人. COShβ丑(lto)+ CoshPq(i)- sinhβq(i)

sinhβ丑 (),6)

e2才E()･･U)- 1

-N} 02卵 (1･U)-2eβ〈畔 右U )叫,(1日 +1

1 1
_ = - 1l
qT-)

二111 sinhβ選(i,o)

NiCOShPl丑(右 C,)-coshβq(i)+ sinhiiQJ(i)

(46)

(47)

ここで Tjablikov近似 (i- 0従 って q(i)エ ロ) の場合 を考察するO

(44),(45)か ら,また (48),(47)からそれぞれ

n(fZl)= 瑞 ,=

e
βE(),q)

a(3., 古 壷 cot車 (i,a)

(48)

(49)

となり ｢+｣の交換熊係で定義され た Green函数を伺いて解いた結果が

Tjablikov の結果 ( ｢-｣の交換関係で定義 された Green函数で,J*いた

績果 )と一致 した. こあことは連 日すべきことであるO_
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§4. 低温境軌 Curie温度, clitical ind_ox

我 々はこの節では E- 1で J n - Jl- J,即ち等方的な交換積分の場

合を考察する格子は単純立方格子とする-0 Q.(i)は格子の対称性を利用すると

叫 )-言 zJEtr(小 .γ(y-人目 n回〟

- 2ZJ i 1- γ(i)ip

1
p三五号γ回 n伸

(58)

(5日

と変形することが 出来るo 以下 n(+わ),q(+)だけを議論するため,癖字(+)杏

省略 する｡

1) 低温展開

先ず (44),(4/o)を exp (-βE(i,g))で塵開する｡

≡- 1+in望｡f e-(2n'1)PE(ス'o上 郷 '
2

十 五 nZ=_｡号 8

- 2 (n+ 1 ) β 丑 ( i ,a)

(52)

n (i)= 打Ee-(2n+ 1)PE( l ･qト 絢 隼再 1,e二 2 (n + ‖ 郎 (1 両n- 0 n- 0

(55)

(5日 と (55)から

一言-首nfoiiγ(症 ~(2n'1)担 い･oト β畔

P 1

1

十五n望0号 r(i)a

-2(a+1)PE(i,0,)

(54)

ここで外磁場 (H)を零とし,逆格子 ve)ctorについての和を検分に置き

換えて,変形 BeSBel函数 の漸近展開式を用いて積分を展開し,最後に n
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Green函数法による強磁性体の研究

P､
についての利をとること Rie皿annの [函数にまとめることができる. 甘

｢旦 一二旦

の Ieading もermが β 2であることがわか るか ら ○(,8 2)まで求め

ると

-5 -515

蓋- 1+｣ 寺(28oJ-2ゆ -ユ 言(2,dOJ-)222Hi,類 2TP)
(27t)す (27t汚

-5 -5-7I

+ ユ 了i(240J12ゆ一一｢ ･筈 (2紳 )222滝 ,令 (響)
L

(27t)了 (27{)i

-7 -9

+嘉 詣 ('23oJ'k2-弓'+ ○(?2'

-5

芸 ユ て (2PoJ巧 者-
(27r)7

-7

J '1

｢ 甘一
(27T汚-

-5

(2抑 す嫁 .)

-｢5-5

(55)

i 7 _ て~7､ l

- r lie(2抑 雪 右 上 ｢ 与(2PoJ'727mi,i)(筈 )
(27T)す

一一ヱ

十 〇(β -2)

ンー > )ワ~

L L i､･･._

〔>〇 1

召 Z,a)= ･1,-- ニ- ･-
n-○ (a+n)Z ,

C(Z･÷)- (2Z- 1) ((Z)

(27r)亨

((Z'一日 二- ((A)

(5占)

(55),(56)を self consiLqtentに ite三･a･七io_Tlして解 くと自発磁化

の低温寒開式が得 られ る｡

-5 -5 -7 - 9
,, -4

0- - aβ2-b/32-(C+21a2)√5-且β∠-(e+2ablP 十 〇(♂2)
(57う

-55-
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b =

5

(27t)ラ

1

54
(27t)2

5

-5

(2Jyf 弓 )

5 ｢旦

-: (2J) 2日 与 1

- 5

- 5 〈す
C- --二-二 ( 2J) 2

国 Idji
5

(27日ち

1
完 # --こ-====-===-≡

(2,t)5

5 5 1

ty (f )( (チ,す )

-i

1:-43(2J)2巌 )ウ■

⊆⊆l岳

育 (2J= 22緩 ,鶴 ,--5･声 品 (言,言)〕
5 --4 エ 7 1

2

5 i;_ 7

この冶果 ,言 T2,T2 は Dysonの 二Born近似ここよる正確 な値 と一致 し⊥ ∫

たo T5の係数 は零にはならなか ったが T.jablikovの値こ比べて小 さくな

り,符号 反対 ご絶対値はそ の5/感の値がえ られ た｡ T4の係数 は I)yl801･i

k)繕晃 と異 な った｡

2) Cu-1rie温鮭

我 々は Curip,温乾を 0-0･ 号 - O の棲隈 として求めることが出来る｡
(5日 で表わされる P(D Uurie点でIJj,値を求めるため (44)(Jjn(現 を壌

1

庸 ㌻るO 先ず Q,(i)- AFP･才 とお くと A= ZJリ㌦ llq" = ト r(i)
従 って

-1 2-2AFP-i (2AFP)21li 2AFP,5･/i)(2AFP,4151,(2AFP,5-

1

n(i)二つ o+a 2βgiLLH+ 2βOAF
(58)

Curie点における量こほ添字 Cをつけて表わ すと

1

nc(i,-軒 pc+AcFPc7--号(Ag,2pc3-+ Ac"5pc41; (Ag)4pc5- (59)
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Greerl函数法による強磁性体の研究

(5日 に代入 して和を積分に直 して計 算すると

P 二二
C
0,51659 1

Ac 6AcPc2十‡A喜率 先 A…p芸+

また (48)を暴開した (8日 を用いて

1

A c = す ぎ

1+e-qc

1-γ(i)

A芸pg,十･･-･･

(60)

(611)

1 一】

または 五 ･g nc(l巨二手 を用いてjfcJに対する埠開式を求めると

Acf,C (AcPcI' 7 r

pcJ-0,50546I-T +-丁 -27(AcPc)5号 (AcPc)霊 (Ac.Pc)〇十 -･･･
(t･2)

(bu)を iteratic,n して AcPc- Ll･49と求め (d21)に代人 して CL-LripJ

点を ,./3cJ-- 0.40と求めることが出来 る｡

この結巣は Tuiablikovの 0.505,分子場近似lJDu_55, Callenの

0.570 と比べてみ ると Ca二Llenの値に近い0

5) Critical ind_e･Ⅹ

'TS Tcにおける磁化 oJ)温度依存性 は (4･5)で 壬Ⅰエ ロ とし 6について

暴露することこより求 まる｡

軒 1
- 二=- ill
a N

l
=- ill
r:.T′ミ

1

A = 首 il

8 2OAF+2eUAF-2PAF+1

e2oAF- 1

2+2e-2A押 1

日~I.:～-i:i::.-…~~~ :T iT.;~す26AF

1+e-2AFP 62

2-e- 2APF 2

2 6A~F
(OAF)

U

+ 諒 E (2-8-2A軍 律 Å2

(/J5I)

(64)

(84)の牙1項は (6日 により C11rie温度を与えることがわか る｡ 従 って
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1

♂二 (Tc- T) 2

1

このように Critical ind-ex ♂-す となるO

また T≧ Tcのときの帯革率 を O- 0,fI- Oの健隈 と考えて求める｡

1+8-iiq,(i)

･1

i 7露盲+1-r(i)

βzJ-二二E
N I

'1
p - - iTγ(i)

;､: .i

1+8-両 神 1

一一-⊥ + ト r(i) ijzJ
Jfi7XT

(65)

(t',占)

(占5),(銅 )が 帯磁率 xTを与え る式である｡ XT-ヰ- とすると ｡lurie温

度 を与え る式になるO とHlト- 0 のとき1liTja･blikov近似で Xrilと (T-

Tc｢ ='o 我 々は exP巨 PQ,(1日 をオ 2項 まで展開 して求めたが critical

in°-ex rは Tjablikov近似 ソ〕場合と変 らず γ-2であるO

§5.討 論

我 kfIま n巨木),o(+)か ら,低温慮粥や Curie塩 鮭 ｡ri-ci｡alinaex
を求めた｡当初 G再 か ら求めた結果 と 甘口 か ら求めた結 果が さほど釦 )な

い ことを期待 した｡ しかし n(l l), q卜)は我 々の勘侍 する結果を与えなか
った-｡ 丑(),a)- 0 の極限で n(+)(畑 と ｡(~木 目ま異な った様子を示 デ｡

nH(i)からLJjCILu･ie点 は ,-T3になる不都合 を含んでい る｡現在 n(T拓 の分

析 を して ･そ Jjような旋寓が何 に堪因するOjか を考察中であるo

終 り.こ,有 益な議論 をして下 さ った守 通徹 助教 緩,猪苗代盛 助 教授.並び

に研究室 の方 々に感謝 致 します｡
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